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M.Weiss・ ・結 核 患 者尿 ニ ツ イテEhrlich氏 ノ

「ヂ ァ ツォ」反 慮 テ研 索 シ、 夫 レテ與 フル 圭膿 ハ

彼 ノ所 謂 「ウ ロ クロモ ゲ ン」デ アル トシ、弦 二 「ウ

ロ ク ロモ ゲ ン」反 慮 テ 提 唱 シタ.然 シ該 物 質 ノ

母 盟 拉 二構 造 ニ ツ ィテ ハ決 スル所 ナ 久 タ"恐

ラ クハ 「ベ ンツ,一 ル」誘 導 膿 デ 「フニニー ル ア ラ

ー ン」ヨ リ由來 スル モ ノ デ ア ラ ウ トシ タ。

近 年Hermannsu.Sachsハ 疾 病 ノ異 ル ト共 二

Ehrlich氏 「ヂ ア ツ,」 反 磨 ラ與 フ ル物 質 モ異 ル

事 テ述 ベ タ ガ、 後 二Sachsハ 種 々 ナ 患 者 ノ尿

カ ラ常 二 同 一一ノDiazofarbstoffテ 結 晶 性 二分

離 シ得 タ事 ラ報 ジ、 初 メ ノ報 告 ノ正 シカ ラザ ル

事 テ認 メ タ。

婁 二我 ガ古 武 教授 ノ下 二於 テ、 谷 氏 ハ家 兎 拉 二

人 膿 二 「チ ロ ヂ ン」、 「フェニー ル ア ラー ン」、 「ヒ

ス チヂ ン」、 「チ ス チ ン」、 「トリ プ トフ.一 ン」ノ
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5種 ノ 「ア ミ ノ」酸 テ投 與 シ、「ト リ プ ト フ。一一一一ン」

投 與 ノ場 合 二 限 リ 尿 中 二 「ウ ロ ク ロ ー ム フ ラ ク

チ オ ン」 ノ増 量 セ ル テ認 メ、 進 ン デ 阪 田 氏 ハ人

艦 二就 テ谷 氏 ノ實 験 テ 再 試 シ、 「ト リ プ トフ ・一

ン」二 由 來 シ タ尿 色 素 ハ 常 尿 ノ 「ウ ロ ク ロ ー ム 」

ト同 様 二亦 「ア ロ キ シ プ ロ テ ィ ン」酸 沈 澱 二屡 ス

ル コ トラ認 メ、即 チ 是 等 ノ業 績 ニ ヨ ツ テ 「ト リ プ

ト ファー ン」ガ 「ウ ロ ク ロ ー ム」 ノ母 禮 デ ア ル 事 ガ

明 確 ニ ナ ツ タ。

ツ ・"イ テ 同 教 室 デ 「キ ヌ レニ ン」ガ褒 表 セ ラル ・

二 及 ビ幾 多 ノ研 究 業 績 基 リ
、ソ ノ結 果 「ト リ プ ト

フ・一 ン」ハ 亦 「キ ヌ レ ニ ン」ノ母 質 テ ナ シ、 他 方

「キ ヌ レ ニ ン」ハ 亦 「ウ ロ ク ロ モ ゲ ン」ノ母 質 デ ア

ル 事 ガ明 カ ニ ナ リ、即 チ 「ウ ロ ク ロ モ ゲ ン」ハ 「ト

リ プ ト フ・一 ン」カ ラ 「キ ヌ レ ニ ンiテ 経 テ形 成 セ

ラ レル モ ノデ ア ル 事 ガ確 定 セ ラ ル ・二 至 ッ タ。

カ ノSachs/Diazofarbstoffモ 恐 ラ ク ハ 生 膣

内 二 於 テ 「キ ヌ レ ニ ン」ヨ リii秀導 セ ラル ベ キ デ ア

ル ト言 バ レル 。

何 ガ故 二 結 核 菌 病 者 尿 中 二 「ウ ロ ク ロ モ ゲ ン」ガ

檜 量 ス ル カ ニ就 テ ハ 、 古 武 教 授 ハ 「結 核 菌 病 者

ノ龍 内 二於 テ 盛 ナ ル 組 織 蛋 白 ノ崩 壌 ア リ、 ソ・ノ

結 果 生 ジ タ 「ト リ プ ト ファー ン」ハ 容 易 二 「キ ヌ レ

ニ ン」二攣 化 シ、 コ レテ相 去 ル事 遠 カ ラザ ル 「ウ

ロ クロ モゲ ン」トシテ尿 中 二 排 出 セ ラ レル、 即

チ全 ク該 病 膿 内 二於 ケル 「ト リプ トフ ァー ン」分

解 経 路 ノ偏 移 、 恐 ラクハ酸 化不 全 ノ結 果 二基 ク

モ ノナル ベ シ」 トセ ラル。 余 等 ノ1人 渡 邊 ハ健

康 人 二於 テ ハ筒 尿 中 ノ「ウ ロ クロ モ ゲ ンソ 培 量

テ來 シ得 ナ ィ量 ノ「トリプ トフ マー ン」テ肺 結 核

患 者 二投 與 ス ル時 ハ既 二著 明 ニ ソ ノ檜 加 テ認 メ

ル事 テ謹 シ、 ソ レハ結 核 菌 病 艦 内 二 飢 二 「ト リ

プ トフ。一 ン」新 陳代 謝 障 碍 ノ潜 在 セ ル爲 デ ア ル

トシ タ^

余 等 ハ嚢 二 「ウ ロ ク ロモ ゲ ン」反 慮 ノ出現 ハ 必 ズ

シモ結 核 病 膣 ノ組 織 崩壌 ノ廣 サ トハー致 セ ズ、

結核 感 染 罹 患 デ 磯 生 シタNoxeノ 侵 害 ニ ヨル

生膿 機 能 攣 調 ノ張 弱 二關 係 スル事 、 帥 チ所 謂 結

核 ノ活動 性 ト緊 密 ナ關 係 テ有 スル モ ノ デ アル事

テ知 リタル テ以 テ、 進 ンデ結 核 患 者 ニー 定 量 ノ

「トリプ トフ。一 ン」テ員 荷 シ ソ ノ病 罷i二潜 在 セ

ル該 物 質 ノ新 陳 代 謝 障 碍 テ現 示 性 トシ、 之 二依

テ結 核 感 染 罹 患艦 ノ病 機 ノ活 動 性 如 何 ラ判 定 セ

ン事 テ試 ミ、 一 定 ノ成 績 テ基 ゲ得 タ ル テ以 テ、

之 テ弦 二記 述 シ大 方 ノ批 判 テ乞 ハ ン トス。

第二章 検査資料及ビ病期分類法

検 査 資 料 ハ大 阪 市 立 刀 根 山 病 院 入 院 中 ノ患者 中

ヨ リ選 ビ、健 康 者 トシ テ ハ治 癒 ト認 メ當分 監 察

ノク メ刀 根 山保 養 所 二牧 容 中 ノ者 及 ビ病 院 勤 務

中 ノ看 護 婦 ノ中 ヨ リ適 當 ナル者 テ選 ング。

病 期 分類 ニハ余 等 ハ 圭 トシテSternberg二 從

ツ タ6

Sternbergハ 結 核 テ完 全 代 償 性(輕 症Kompen-

sation)、 不 完 全 代 償 性(中 等 症Subkompen-

sation)及 ビ代 償 亡失 性(重 症Dekompensation)

二分 ツ タ。 ソ ノ規 準 トシテ ハ、患 者 自身 ノ氣 分

(SelbstgefUhl>、 膿 温 及 ビ艦 重 ノ三範 疇 テ基 ゲ

テ ヰ ル。 ソ ノ中他 覧 的 二確 實 二知 リ得 ル事 項 ハ

膣 温 及 ビ禮 重 デ アル。 然 シテ膿 盈 ナル モ ノノ・結

核 病 機 ガ代 償 セ ラ レテヰ ル カ否 カ テ最 モ鋭 敏 二

且確 實 二表現 セル モ ノ デ アル トシテ、最 高37。-

38℃ 一 アル モ ノラ 不 完 全 代 償 性 トシ、38℃ 以

上 二及 ブ モ ノテ代 償 亡失 性 トシテ ヰル。

余 等 ハ結 核 ノ活 動 性 ノ第1表 現 テ生 膣 ノ植 物 性

機 能 ノ障 碍 二観 、 肝 臓 ノ機 能 テ中心 トスル廣 義

ノ解 毒 機 轄 ノ障 碍 即 チ中毒 現 象 二第 一 義 ラ置 イ

タ事 ハ既 二述 ベ タル ガ如 クデ アル ガ、 ソ ノ立 場

カ ラ結 核 毒 素 ノ中和(化 學 的 ノ意 味 デハ ナ ィガ)

セ ラ レテ ヰ ナ ィ状 態 テ結核 ノ代 償 性 亡 失 ノ徴 デ

ァル トシタSternbergノ 分 類 テ 参 考 ニ シタ
。

余 等 ハ純 臨躰 的 見 地 ヨ リ次 ノ如 ク分類 シタ.

A輕 症

局 所 病 竈 ハ壇 殖 性 又 ハ萎 縮 性 デ凡 テ停 止 性 デ ア

ル。 咳 漱 、 咳 疾 少 ク、 熱 型 ハ無 熱 又 ハ微 熱 デー一
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般状態良好、膣重ハナ曾加乃至デ減少 ノ傾向ラ有

スルモ ノデ、即チ非活動性デァリ、免疫力安定

ナルモ ノデァル。

B中 等症

局所病竃 ハ混合性又ハ滲出性デ、咳漱、咳疾多

久 熱 ハ最高370-38。 ニ シテ、時二無熱 ナルモ

ノモアレド熱型不整、一般状態動揺甚 ダシク、

膿重 ハ停止又ハ減少スルモノt即 チ動揺相 デア

リ、免疫力動揺 スルモノデアル。

C重 症

局所病竈ハ滲出性乾酪性 デ、熱ハ最高38。以上ニ

モ及 ブモ ノデ、消耗性、一般状態重篤固著 シ、禮

重ハ凡テ顯著 ナル下降 テ示 スモノデアル。即 チ

活動相 デ、免疫力微弱叉ハ消失 セルモノデアル。

第三章 第一期試験(経 口的投與)

第 一 節 實 験 方 法

「トリ プ トフ・一 ン」テー 定 量
、早 朝 空 腹 時 排尿 後

二投 與 シ、 ソ レ ヨ リ毎1時 間採 尿 シ、ソ ノ「ウ ロ

ク ロ モゲ ン」テ検 ス(實 験 中 バー切 ノ飲 食 テ禁 止

シ タ)。 「ウ ロ ク ロ モ ゲ ン」検 査 法 八前報 告 「ヂ ア

ツォ」反鷹 ノ意味ノ再吟味 二於 ケル ト同様 ノ方

法 テ トヅタ.

第 二節 「トリプ トファー ン」lg

経 口投 與試 験

第一項 健康者

姓 名 階1性 麟1投 矧 ・時間後12時剛3時 間後」4時間後15時間鐘16時醐 検査日
一 25 合一

♂

♂

2.0 一 一 一 +1± 一 一 26/VI

32 6.8 一 一 一 十 一 一 一 201VI

22 3.0 _1_ 一 +」 ± 一 一 26/VI一
健 康 者 デ モ投 與 後3時 間 ニ ハ 尿 「ウ ロ クロ モゲ

ン」陽 性 トナ ル。
第二項 軽症患者

姓 名 圃 性ll舗1投 真前 ・時酬2時 醐3時 剛4時 間後15時間後16時間鵬 査r

4.0 一 ± 柵 十 一 261VI一117i♂
一 一

一1

■ ユ葬⊥ 5.7 一 一 一 ± 什 十 一 281VI

7.5 一 一 一 柵 柵 柵 朴 261VI一 コ21
一 畳

国 隣

♂一
♂『
♂一 一

♀

11.2 一 一 一 ± 十十 十 一 281VI

11.7 一 一 柵 ± ± 一 一 261VI

12.0 一 一

『

一

一 ± 朴 十 一 251VI

一 匿 ♂ 15.7 一 一 柵 柵 柵 十 281VI

一!23 一
一22

万一
一33
一 「ir

♂ 19.2 一 一 一 十 十 十 一 281VI

♀
一 圃

♂
一.

♀一
一♀・

35 一 一 ± ± 朴 十十 十 22/VI

37 一 一 ± 柵 珊 什 十 20!VI

37
一_一_

66

一 一 一 十十

柵

惜 十十 十十 25/VI
一一

一 一 十十 柵 柵 十 .251VI

第三項 中等症患者

病勢 ノ重篤 ナルニ從 ヒ、陽性皮張 ク且持続的一

出 ル傾 向 アル テ認 ム。

姓 名年齢同 論 隙 帥 時間後2時醐3時 間後14時醐5時 間後16時間後検査日

一27
-

20

♂ 79 一 一 十 柵 帯 帯 惜 211VI

♀ 91 一 ± 柵 帯 柵 帯 珊 22/VI
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第 三 節 「トリプ トファー ン」0.5

9経 口投 與試 験

第一項 健康者

健康者 デハ全然陰性 デアル。

姓 名 刷 性臨調 瀕 前
6.5♂30

一27

17

22

17

28

19

21

14

万

♂

♀

♀

♀

♀

♀
爪
6
λ
6

-iiii廊1♂

4.0

18.7

16.0

10.3

10

8

4

6

11

1時 間後 2時 間後 3時醐4時 間後

i-i一

5時間後瞬 醐 検査日

一 ⊥ 一 51V皿

51V皿

引引
「

211V皿

211VH

271V皿

13!X

91X

一i一 14/X-i
19/X

201X

123/X

第二項 輕症患者

■■■1ハ開放性結核患者デ、8月2日 検査デハ一

時 的 二「ウ ロ ク ロ モゲ ン」陽 性 デ ア ツ タガ、 病 勢

次 第 二軽 快 シ膿:重増 加 シ喀 庚 申結 核 菌 テ説 明 ス

姓 名1年齢1性ll繍1投 錨 隣 醐2時 間後13時醐4時 酬5時 間後16時間後 検査日

一 11 ♀ 11 一 一 十 十 一 一 一 31V皿一 36 ♀ 12 一 一 十 柵 什 一 一 3/V旺一 34 ♀ 15 一 一 十 十 一 一 一 3/V皿

33 ♀ 37 一 一 一 柵 十十 一 一 21V皿一一 26 ♀ 66 一 一 十 十 十 一 一 21V皿

一 30
-

18

♂ 30 一 一
± ± 十 一 一 51▽H一 ♀ 59 一 一 一 一 十 一 一 181V皿一 22 ♂ 6 一 一 一 ± 十 十 一 一÷ ・

18!VH一 20 ♀ 18 一 一 一 十 一 一 21/V皿二一 28 ♀ 63 一 一 一 十 ± 一 一 2/V皿

28 ♀ 35 一 一 一 一 一 一 一1 25/X

ル 以外 バー一般 症 状 ハ 向良 、 健 康 者 ト攣 ラヌ状 態

122♂ 赤沈(M.W)16251X検 査

儲剰商灘 蠣 罐1叢
尿 量 65cc 58cc 80cc 31cc

一 一

al
-

208

12cc
-

al反 雁i al al al

「ウ ロ ク ロ モ ゲ ソ1
一 0 0 232

-

93

2.5

740
-

140

一
72

「ウ ロ ク ・ 一 ム」
一
102

『
48

「ウ ・ ク ・ モ ゲ ソ」
5.1 2.0 1.5

「ウ ロ ク ・ 一 ム 」

ワ イ ス 氏 反 晦 =団++ 惜 什 十

二於 テ10月25日 検 査 ス ル ニ全 然 陰 性 デ ア ヅ タ

コ トハ 上記 ノ通 りデ ァル。

ソ ノ内1例 ニ ツ イ テ、 後 二述 ベ ル が如 キ方 法 デ

定 量 セ シ結 果 八次 ノ如 ク デ アル。

軽 症 者 デハ1例 テ 除 キ ス ベ テ一 時 的 二 「ウロ ク

,ロモゲ ン」反 鷹 陽 性 トナJレモ 間 モ ナ ク 消失 ス ル

ノ ヲ見 ル。

第三 項 中等 症 患 者

■ ハ7月10日 副 睾 丸結 核 デ 手 術 前 二検 査

姓
盤 齢1性ll瀦}瀕 前it時 間後12時間後13時間後14時醐5時 間後i6時間後検 査日

2779

20 ・♀91

34 ♀55 ±

十

十

+十2!VE柵 十十

21V∬帝 制十 帯

30/Vl十H・ 惜 柵 十H・
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一一 巨一一一一
可 ♀ 61 一 十

　

柵 柵 帯 帯 柵 301VI

23 舎 什 十十 惜 柵 冊 柵 柵 101V∬

23 ♂ 40 一 一 一 十 柵 柵 什 21V皿

18 ♀ 34 一1 一1卦 什 柵 柵 柵 161X

シタ所 、 投 與 前 二於 テ既 二 「ウロ クロ モゲ ン」反

慮 陽 性 デ ア ツ タ ガ、 手 術 後8月2日 二検 査 シ タ

所 ハ投 與 前 ハ陰 性 デ アツ 歩車 及 ビ投 與 後 ノ結 果

ハ 上記 ノ通 りデ ァツ タ.

最 後 ノ例 ニ ツ ィテ、 後 二述 ベ ルが如 キ方 法 デ定

量 シタ結 果 八次 ノ如 クデ アル。

1投真前1塒 醐2時 間後i3時間後4時 醐5時 間後

尿 量 45cc 50cc 15cc 9CC9CC 9CC

「ウ ロ ク ロ モ ゲ ソ」 168 75112 113

「ウ ロ ク ロ ー ム」 72.5 43,532 40

「ウ ロ ク ロ モ ゲ ソ」

2.3 1.83.8 2.8
「ウ ロ 〃 ロ ー ム 」

一

中等 症 患 者 デハ スベ テ投 與 後 持綾 シテ強 陽性 二

「ウ ロ クロ モ ゲ ン」ガ 出 ル
。

第四項 重症患者

最後 ノ例 ニツイテ、後 二述ベルが如 キ方法 デ定

曄 名園 螺 舗1瀕 前 1時 間後 2時融3時 間後 4時 間後 5時 間後

一
6時 間後

『一

検査日

一一
燗

16 ♀ 68 ± 十 帯 柵 惜 柵 柵 301VI

34 ♀ 65 ± 十 帯 柵 冊 帯 鼎 151X

37 ♀ 65 十十 什 柵 惜 柵 柵 柵 181X

1瀕 前 1時 間後 2時 間後13時 間後
1

4時 間後

1

5時 間後

尿 量 95cc 33cc 37cc 24cc 30cc 24cc

「ウ ロ ク ロ モ ゲ ソ」 1112 363 666 432 510 518

「ウ ・ ク ・ 一 ム」 409 165 222 144 180 154
層
「ウ ・ ク ・ モ ゲ ソ」

2.7 2.2 3.0 3.0
1「 ウ ロ ク ロ ー ム」
,

2・813・4

量 シタ結 果 八次 ノ如 クデ ァル。

重 症 患 者 デハ、 尿 「ウロ ク ロモゲ ン」ハ就 二投與

前 二陽 性 テ示 スガ、 スベ テ投 真 後ノ・ソ ノ陽 性 度

ラナ曾強 シ且 ツ最 強 度 が持 綾 スル テ見 ル。

"第 四 節 小 指

最 初 余 等 ハ19ノ 「ト リプ トフ プー ン」テ経 口投

與 セ シモ、19デ ハ健 康 者 二於 テ モ___.時的 二 「グ

ロ ク ロ モグ ン」ヲ'説明 シタル テ以 テ、次 ニ ソ ノ牛

量 テ同様 一 シテ投 與 シ タ。 ソ ノ結 果

(1)健 康 者 デハ,尿 「ウ ロ ク ロモ ゲ ン」ハ全 然 陰

性 デ アル。

(2)軽 症 患 者 デ ハ、 一一時 的 二陽 性 トナ ル モ間 モ

ナ ク消失 スル。

(3)中 等 症 及 ビ重 症 患 者 デ ハ、 強 度 二陽 性 二出

タ「ウ ロ クロ モ ゲ ン」反 慮 ハ持 綾 シ テ数 時 間 後 ニ

モ減 弱 シ難 イ。

コ ノ簡 輩 ナ ル経 口投 與 法 ト「ウ ロ ク ロモ ゲ ン」ノ

定性 試 験 二依 ツ テ、大 農 ニ カ ・ル 「トリプ トファ

ー ン」員 荷 試 験 テ以 テ 患 者 ノ病 勢 テ決 定 シ得 ル

事 ノ確 信 ラ持 ッ タ.

然 シ、経 口投與 デ ハ腸 壁 ノ状 況 拉 二腸 内細 菌 ニ

ョル分 解 等 デ投 與 セ ル 「トリプ トフ 。一 ン」ノ吸

牧 量 が必 ズ シモ投 與 量 トー 致 セズ、 或 ハ ソ ノ量

間 ニー一定 ノ關 係 テ保 チ難 イ。 是 等 ノ支 障 テ除 ク

タ メニ経 口的 投 與 ヲ排 シタn
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第四章 第二期試験(静脈内注射)

第 一 節 實 験 方 法

「トリプ トフ,rン 」0.59テ20cc/5%葡 萄 糖

溶 液 二人 レ60。Cノ 水 中 ニ テ1時 間振 盈溶 解 セ

シメ タル モ ノテ、 盟 温 二温 メ早 朝 空 腹 時 二正 中

静 脈 内 二注 射 ス。

患 者 ハ注 射1時 間 前 、 注 射 直 前 、 注 射後 ハ毎1

時 間注 射 後5時 間 二及 ブマ デ、 排 尿 採尿 ス。

検 査 中 ハ臥 抹 安 静 シ、 飲 食 ハ絶 対 二禁 止 シ、 且

投 薬 ハ検 査 数 日前 ヨ リ慶 ス。

「ウロ クロ モ ゲ ン」量 ノ定 量 八次 ノ如 ク シタ.

一24舎

先 ヅWeissノ 方 法 ニ ヨ ツテ、 「ウ ロ クロ_ム 」

ノ比 色 度 テ20萬 倍 「エ ヒ トゲ ル プ」溶 液 テ 標 準

液 トシテ 「ヅボ ス ク」比 色 計 テ以 テ測 定 シ、 次 二

該 供 試 液 二攣 色 セザ ル ニ至 ル マ デ1000倍 過 「マ

ンガ ン」酸 加 里 テ滴 加 シi然 ル後 ソ レテ殆 ド標 準

液 二近 イ色 調 トナ ル迄 正確 二蒸 解 氷 ラ以 テ稀 繹

シ、 之 二就 テ比 色 度 テ測 定 シ、 得 タ ル比 色 値 ヨ

リ先 ノ「ウ ロ ク ロー ム」比 色 値 テ引 キ去 ツ テ得 タ

ル値 ヲ・以 テ 「ウ ロ ク ロ モゲ ン」量 トシタ。

第 二 節 健 康 者 ニ ツ イ テ

赤沈(M.W)6.710!1'35

1・時間前/謝 直前1・時醐2時 間後13時間後…塒 鰍5時 間後
尿 量 235cc 37cc 61cc 55cc 55cc 30cc 20cc

比 重 1025 1022 1017 1015 1017 1022

反 応 酸 性 ,, 弱酸性 9, 酸 性 ,, ,,

「ウ ・ ク ・ モ ゲ ソ」 0 0 42.7 159.5 121 18 0

「ウ ロ ク ・ 一 ム 」 1668 185 244 209 264 132 108
「ウ ロ ク ロ モ ゲ ソ 」

0 0 0.2 0.8 0.46 0.14 0ρ
・ウ ロ ク 口口 ム 」

1

数 字 ハ 「rウロ。ククロ農 誓」ヲ、O内 ハ 「ウ ・〃 ・ モ〃 」量 ヲ、CハC・sta底 反 慮 ヲ、

Mノ ・Mat6fy氏 反 庶 ヲ示 ス 。(以 下 同様)

名園 性面 繭1時 間前

23

26

25

23

27

27

28

24

19

23

24

否

否

舎

♀

否

否

♀

♀

♂

舎

7

2

1

3

2

6

5

3

10

5

1.2

)
0
0(

)
O
AU(

)
(U
O(

)
0
(U(

)
0
(U(

)
0
0(
イー

)
・
に
り

0

ー
ム

(

)

0

(U
r
、

)

(U

(U(

)
0
(U(

)
(U
O(

前直

9
臼
)

(U

O
O

(U

ρ0(

)
0
0(

)
0
(U(

)

0

ハU(

)

4⊥

9
向

O

FO1(

)
0
0(

)
O
AU(

)
0
(U(

)
0
(U(

)
0
(U(

)
0
0(

1時 間後2時 間後3時 間後

0.63
(62)

0.3
(32.4)

0.18
(105)

0.3
(45)
0.3

(72.5)

0.2
(11.2)
0.2
(19)
0
(0)
0
(0)

0.1
(9.1)

0.1
(26)

0.77

(118.4)

0.9

(56)

0.21

(80)

0.8

(117.6)

0.7

(196)

0.6

(67.5)

0.3

(36.2)

0.53

(50.4)

0。75

(61.2)

0.2

×24.3)

0.36

(58.4)

0.56
(63.4)
0.3

(33.3)

0.11(
34.4)

0.53
(67.2)

0.3
(59.5)

0.53
(56.0)

0.2
(22.5)

0.4
(29.6)

0.3
(17.4)

0.1
(7.2)

0.4
(50.4)

　

4時間後15時間後髄 日備 考

0.3
(37.2)

0.3
(26.3)

0
(0)

0.44
(51.1)

0
(0)

0.3
(22.4)

0.14
(9.6)

0.25
(17.2)
0.1
(6.6)

0.05
(2.8'

0.26
(28.6)

0.1
(17.2)

0
(0)

0
(0)

0.25
(23.5)

0
(0)

0
(0)

0
(0)
0
(0)

O
LO)

0
(0)

0
(0)

41X五1

8/X皿

15/XH

17/XE

9!1

2/皿

1611

24/∬

24/五

2/皿

3佃

)

)
一

一

!L
(

C
M

)

)
一
十

!
＼
(

C

M

C(一)

M(十)
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37 舎 6
0
(0)

0
(0)

0.4
(82.8)

0.7
(91)

0.4
(60)

0.3
(32.4)

0.2
(15.3)

41皿

一20 ♀ 36
0
(0)

0
(0)

0.23
(16)

0.36
(32)

0.3
(40.2)

0.18
(13.4)

0
(0)

2011

最:後 ノ例 ハ乾 性 肋 膜 炎経 過 後 」 般 状 態 既 二健 康

者 ト選 プ所 ナ キ ニモ不 拘 、 未 ダ赤 沈 が高値 テ示

ス例 デ アル。 コ ノ トキ「トリプ トフ7一 ン」員 荷

試 験 ハ健 康 者 ト同 様 陰 性 デ アル カ ラ、 コ ノ員荷

試 験 ハ赤 沈 ヨ リモ鋭 敏 デ、 ヨ ク被 検 者 ノー般 状

態 ト合 致 ス ル テ認 メ ル。

(A)一24・ ♀

M(什)

以 上 ノ諸 例 ノ示 スガ如 久 健 康 者 デハ 「トリ プ ト

フ。一 ン」負荷 後2時 間 デ 「ウ ロ ク ロモ グ ン」量 ガ
「ウ ロ 〃 ロモ ゲ ソ」

ハ1テ 越 エ ル最 高 二達 ス ル モ 、1ウ
ロク ロー ム 量

コ トガ ナ ィ。 又5時 間 後 ニ ハ 全 然 尿 中 一「ウ ロ

ク ロ モ ゲ ン」ラ詮 明 シ得 ナ ィ。

第 三 節 軽 症 患 者 ニ ツ イ テ

赤沈(M.W)101711,35

C(十)

尿 池
里

比 重

反
「ウ ロ ク ロ モ ゲ ソ」

「ウ ロ ク ロ ー ム」

「ウ ロ ク ロ モ ゲ ソ 」

「ウ ロ 〃 ロ ・一・ム」

焼 醐 注射直前
65cc92cc

1025

酸 性

0

230

0

1015

0

91

0

1時 間後

82cc

1015

114.8

106.6

1.1

2時 間後

116cc

1007

弱酸 性

174

116

'1
.5

3時 間後

184cc

1005

165.6

128.8

1.3

4時 間後

90cc

1007

酸 性

54

90

0.6

5時 間後

48cc

1012

23.8

81.8

0.3

姓 名i欄 性監編 験 前1時 間後 2時 間後 3時 間後 4時 間後 5時 間後 検査日 備 考

23 ♂ 25
0
(0)

0
(0)

0.75
(96)

1.5
(178.5)

1.2
(209)

0.92
(118.8)

0.64
(48)

19/X江 C(++)

M(十)

21 ♀ 4
0
(0)

0
(0)

0.4
(50)

1.1
(113.1)

0.3
(42.9)

0.3
(18)

0.13
(11.0)

201X皿

一

C(+)
M(十)

20 ♀ 4 0
(0)

0
(0)

0.4
(34.2)

1.3
(38.4)

0.5
(22.8)

0
(0)

0
(0)

22!1 C(柵)
M(什)

22 ♀ 7 0
(0)

0
(0)

0.5
(34.2)

1.6
(112)

1.0
(66)

0.43
(28.2)

0.1
(6)

25!1 C(柵)
M(+)

24 ♀ 59 0
(0)

0
(0)

0.52
(23.2)

1.4・

(140)

1.3
(102.4)

0.5
(37.3)

0.3
(20.4)

2711 C(帯)
M(什)

23
」

含 1.8
0
(0)

0
(0)

0.3
(98)

1.3
(272.8)

0.8
(120.4)

0.2
(27.5)

0
(0)

31皿

最 後 ノ例 デ ハ、 胸 部 所 見 トシテハ背 部 左 下 部 二

軽 度 濁 音 ア リ ソ ノ部 ハ呼 吸 音弱 ク摩 擦 音 テ聴 取

ス ル ノ ミ。 膿 重 ア マ リ増 加 セズ。検 査数 日前 ヨ

リ全 身 倦 怠 、 不 快 、 不 眠 、 登 汗 先 進 、輕 度 ノ頭

痛 ヲ訴 フ。 第 二 肺 動 脈 音 軽 度 先 進 、 内臓 反射 症

状 トシテ左 側 大 胸 筋 、 澗 背 筋 二握 痛 テ説 明 ス。

又 腓 腸 筋 ハ 左 右 共 硬 結 及 ビ握 痛 強 度 デ ァッ タ。

コ ノ所 見 ヨ リ シテi赤 沈 ハ健 常 値 テ示 ス モ、 ヵ

ク「トリ プ トフ.一 ン」員 荷 試 験 が陽 性 二出 ル コ'

トハ 當 然 ノ コ トデ アル。

以 上 ノ諸 例 デハ 、 「トリプ トフ ・一 ン」負荷 後 尿

中 「ウ ロ ク ロモ ゲ ン」量 ハ2時 間 ニ シテ最 高 値 二

蓬 スルモソノ蘇¥ク ロ。蔑 」… ト2ト ノ間

ニ ア リ、5時 間 後 ニ ハ 殆 ド尿 中 二 「ウロ ク ロモ

ゲ ン」テ認 メナ ィ。

以 上 ノ諸 例 デハ 「ト リプ トフ ・一 ン」員 荷 後 尿 中

「ウ ロ クロ モ ゲ ン」量 ハ2時 間 ニ シテ最 高 値 二達

シ・ ソ ノ時1淳 ウ¥
"ロ。蔑 」 ハ2以 上 デ ア ル

ガ、5時 間 後 ニハ ソノ値 ノ 牛 バ 以 下 二下 降 ス

ノレo
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(B)一17♂ 赤沈(M・W)21

Mat6fy(什)Costa(什)

221X皿'34

i

1時 間前 注射直前 1時 間後 2時 間後 3時 間後 4時 間後 5時 間後

唱

尿 量 9CC 92cc 265cc 65cc 71cc 46cc 29cc

比 重 一 1007 1013 1015 1007 1015 一

反 鷹 酸 性 ・曾 ,, 中 性 ,, 酸 性 ,,

「ウ ロ 〃 ロ モ ゲ ソ 。
一

0 0

一 一

185.5 299 170.4 46 23.2

「ウ ロ ク ロ ー ム 」

一
21.6 138 i59 91 106.5 92 87

『
「ウ ・ ク ・ モ ゲ ソ 」

0 0 1.1 3.3 1.6 0.5 0.27
`ウ ロ ク ロ ー ム1

姓 名 陣 性臨購1・時醐 直 前 1時 間後 2時 間後 3時醐 塒 醐5劇 後検査F 備 考

13 金 6.2
0'(0) 0

(0)
1.5
(161)

2.85
(342)

2.07[1,510.25 71X皿 C(+)
M(什)〔272) (135・3)1(12)

26 ♂ 8
0

(0)

0
(0)

0.8
(70.4)

3.0
(357)

io
91Xπ

C(+)

M〔 、十)(0)
1.80.22

(152)i(19・2)

一 22 ♂ 27
0
(0)

0
(0)

0.7
(52.5)

2.25
(297)

1.1
(207)

「1
.Ol(125) 0.66

(90)
11!X∬

C(柵)

M(柵)1

20 ♀ 21
0
(0)

0
(0)

1.7

(382.8)

3.0
(837)

2.3
(476)

2.2
(462)

1.1
(206.8)

161X旺1
}

20 ♀ 23 0!0)
0
(0)

1.0
(113.4)1

2.3
(224)

1.8
(188.8)

1.2
(88)

0.6
(36)

C(一)16!I

iM(冊)

♀ 22 0
(0)

015・4

(0)1(378)

17.6
(880)

9.4
(877,7)

5.0
(340.3)

2.2
(133)

17!IIC(+)1M(骨)20

●

♀ 28
0

0)

0

(0♪

1.2
(129.6)

14.4
(518.4)

5.4
(377)

2.1
(159.6)

1.0
(84)

1811騙1‡122

17 ♀ 27
0.05

(2.5ノ

1.8
(180)

2.2
(218.3)

1.9
(181.5)

0.33
(31)

0.04
(3)

一

lC(一)18/I

M(什)

26 ♀ 4
0
(0)

0
(0)

4.0
(336)

9.0

(871.2)

6.0
(519)

5.3
(421.2)

4.0

(332。8)
22!1

C(一)

M(一)
■

22 辛 36
0.2

(81.6)
0.2
(6.8)

3.8
(146)

10.8
(713.7)

4.0
(160)

0.82
(46.8)

0.5
(22.1)

28!1 C(帯)
M(柵)

21 ♀ 76 0.35

(236.6)

'0 .3
(19,5)

3.8
(313.2)

11.9
(112.2)

6.4
(320)

2.3
(101.2)

0.55
(18)

28/1

一 19 ♀ 11
0
(0)

0

(0)
0.5

(31.8)
3.7

(154.8)
3.8

(226.8)
2.8

(173.9)
1.3
(63)

30/1

(C)

姓 名圃 性 ll瀦瞬 剛 直 前 1・時間後12時間後13時酬4時 間後15時間鶴 査日1備 考

一1221♂1 ・・1
(1.5459)1

⊥.5

(96) 1(、副 薦1 (ll劃(、ll7) 1(1119)115/1
C(惜)

lM(柵)

本 例 デハ 、現 示 性 ニ ス デ ニ 「ウ ロ ク ロ モ ゲ ン」陽

性 ナル モ、 ー レニ 負 荷 試 験 テ 行 ヘ バ2時 間 デ

大 農 高 値 テ トル ガ、5時 間 ヘ ル モ2時 間 後 ノ
「

fウロ。ククロ。嵩 紳 ノ牛 バ以 下 一 ・・ナ ラペ 獺

シテ高値 テ保 ツ テ ヰ ル。

軽 症 患者 デ カ ・ル態 度 ラ示 ス モ ノハ 例 外 二属 ス

ノL,c

第 四 節 噸中 等 症 患 者 ニ ツ イ テ

以 上 ノ諸 例 デハ、輕 症 患 者(B)ノ 如 ク「トリプ トブ7

一 ン」負 荷 後2時 間 ニ シテ尿 中 「ウ ロ ク ロ モ ゲ ン」

「ウ ロ ク ロ モ ゲ ソ」

量 ハ 最 高 値 テ示 シ、 ソ ノ トキ ノ 「ウ ロ ク ロ一一ム」

ハ2以 上 デ5時 間後 一八 ソ ノ値 が牛 バ以 下 二下

降 スル。
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(A)一26♂ 赤沈(M・W)6625!Xr34

M(什)C(柵)

1・繭 前/圭射直前瞬 酬2時 間後13時酬4時 酬5時 間後
尿 量

比 重

反
「ウ ロ ク ロ モ ゲ ソ」

「ウnク ロ ー ム」

「ウ ロ ク ロ モ ゲ ソ 」

「ウ ロ ク ロ ー ム1

43cc15cc132cc

1017

酸 性
39.6

184.8

0,2

6.0

57

0.1

1017

210.7

133.3

1.6

35cc

1017

595

105

5,7

34cc27cc42cc

1017

542.6

132.6

4.1

1017

231.2

122.4

1.9

1020

156.6

97.2

1.6

姓 名 刷 性1翫 蒜1・時制 直 前1・時間後12時酬3時 間後14時醐5時 間後髄 日i備考

一24 舎 29
0
(0)

0.1
(13)

2.75
(110)

3.3
(379.5)

3.2
(275.2)

1.5
(126)

1.061X∬

(62)

C(帯)

M(++)

一33 舎 78
0.16

(47.5)
0.16
(6.75)

0.6

(45)

3.6
(256.5)

3.0
(252,

2.3
(179.8)

1.6271X皿

(70.5)
ト

(B)一26舎 赤沈(M.W)44281X皿'34

尿 量

比 重

反 磨

「ウ ロ ク ロ モ ゲ ソ 」

「ウ ロ 〃 ロ ー ム」

1ウ ロ ク ロ モ ゲ ソ」

「ウ ロ ク ロ ー ム 」

瞬 醐 注射直前瞬 間後
90cc

1010

酸 性

18

117

0.15

30cc

1015

,,

6

51

0.1

41cc

1005

中 性

73.8

36.9

2.0

2時酬3時 間後1塒 酬5時 間後

102cc

1005

,,

306

102

3.0

84cc

1007

,,

327.6

109.2

3.0

73cc

1010

,,

408.8

146.0

2.8

5時 間後

67cc

1012

,,

335

134

2.5 1

1

姓 名1刷 螺 醐 ・時間前直 前 ・時間後12時醐3時 間後i4時 間後 5時間後検査曝 者

一 20 ♂ 43
0
(0)

0
(0)

2.5
(348.3)

0.4
(93.8)

1.4
(324.3)

1.5
(320)

2.1
(272)

・

181X∬ ℃(柵)
M(十)

一 21 舎 30
0
(0)

0
(0)

5.6
(1128)

9.6
(2073)

・8
.2

(1338)

9.2●

(2024)

8.9
(1247)

231XE C(柵)
M(柵)

一 27 ♂ 30
0.52

(452.2)
0.41

(47.5)
1.5

(247。5)

2.0
(267)

2.0
(208.8)

1.3
(153.6)

1.6
(119)

241XH C(++)

M(甘)

一 43 舎 64
0.7
(154)

0.5
(45.1)

3.7
(333.9)

6.0
(604.2)

8.6
(587.8)

5.25
(420)

4.7
(326.7)

26!X∬

一 18 舎 53
7

(3929)
6.6

(1386)
9.5

(2280)
15.2
(5631)

14
(3285)

12.1
(4544)

14.6
(3852)

11/1

一 23 ♀

♀

35
2.3

(1140)
4.1
(248)

14
(1567)

28
(2996)

26
(2831)

16.2
(2029)

20.2
(1525)

10.1
(400.4)

20/1 C(柵)
M(柵)

一 23 87
0.2
(84)

6.6
(1085)

15.3
(857.6)

13.0
(643.5)

12.2
(870)

2411 C(什)
M(惜)

一 25 ♂ 84 0.7
(112.8)

0.5
(51.1)

5.3
(472.5)

8.1
(561.8)

13.1
(595.2)

10.7
(903)

9.7
(968)

241r

一 49 舎 77
2.1

(175.5)
7.9

(433.1)
11.3
(1294)

11.5
(846.4)

10.6
(611.8)

8.3
(490.6)

2511

20 ♀ 37
9.0

(4806)
10.2

(616.1)
11.6
(1288)

12.4
(868)

11.6
(1102)

12.8
(554.4)

11.9
(662.2)

2611 C(一)

M(柵)

一 27 舎 70
5.6

(418.6)
4.9

(526.5)
12.3

.(6438)
12.3
(1258)

14
(2132)

11.5
(1472)

51∬

「'
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以 上 ノ諸 例 デハ、既 亘理示 性 ニ モ1ウ ロ ク ロモ ゲ

ン」陽 性 ナル モ ノが多 イガ、 「トリプ トフ。一 ン」
「ウロク ロモゲ ソ」

員荷 後 ノ ハ2時 間後 ノ値 テ持「ウ ロ ク ロ ー ム」

績 的 ニ トル傾 向 テ示 シ、5時 間 テ フル モ2時 間

後 ノ値 ノ牛 バ以 下 トハ ナ ラナ イ。

一43♂ 赤沈(M.W)54

カ ・ル形 ラ トル モ ノハ生 禮 酸 化不 全 が高 度 デ ア
の

ル コ トテ示 ス モ ノ ニ外 ナ ラ ナ ィ。

第 五 節 重 症 患 者 ニ ツ イ テ

重 症 患 者 二於 テ ハ、1時 間 毎 二採 尿 スル コ トハ

苦 痛 テ與 ヘ ル ノデ、2時 間 毎 二採 尿 シタ。

171H'35

'

2時 間 前 注射直前12時間後14時間後is時間後

'

尿 量 140cc150cc130cc110cc90cc

比 重 10151015101310121015

反 磨 「ア ル カ リ」性
,,"""

「ウ ・ ク ・ モ ゲ ソ 」 308300247040372124

「ウ ・ .ク ・ 一 ム 」 252300416363279

「ウ ロ ク ロ モ ゲ ソゴ
r

}
1・21・015・911・17・6「ウ ・ ク ・ 一 ムL

` 1

姓 名圃 性

♂

♂

♂

♂

♀

♂

♂

赤 沈
(M.W)

56

76

26

62

86

73

22

2時 間前

4.8
(4030)

1.2
(409.5)

2.1
(1164)

2.8
(3384)

6.6
(869)

1.1
(270)

3.1
(817)

直 前

6.2
(2645)
1.2

(214.2)

2.5
(404)

3.3
(629.8)

6.9
(2398)

1.7
(136.8)

3.2
(1016)

　

2時 間後14時 間後

12.3
(3996)
10.9
(2234)
7.3

(3189)
15.7
(2782)

9.0
(2880)

15.3
(3528)

11.2
(3264)

15.8
(2268)
16.1
(2582)

9.9
(1580)

18.1
(3791)

16.1
(3934)

14.0
(1882)

14.3
(4875)

6時 間後

10.4
(5512)
13.9
(3114)

7.8
(3987)

13.8
(3150)

16.8
(1846)
9.6

(1338)
13.0

(2229)

検査日

4/皿

8!∬

9/D

101π

19/H

20/II

211皿

以 上 ノ諸 例 デハ、 スベ テ 現 示性 二 「ウ ロ ク ロモ

ゲ ン」陽 性 デ アル ガt「 ト リプ トフ。一 ン」負荷 後

ノ 「み ロ。ククロ。蔑1ハ 顯 的 二高1直 テ保 ツテ ヰ

ノレo

第 六節 小 指

以上/「 トリプ トフ。一 ン」0.59静 脈内注射試験

ノ成績 テ小括 スレバ次 ノ如 クナル。

一24♂(一)

多

z
2

!〃

　

言

「 1 一　

爪 ＼
A、'

、!、
1、'、

_.一 一」γ 、、 蛍一ゾ 〃 ノ234」 」肱

〔1〕健康 者 デハ 少 量 ノ「ウ ロ ク ロ モ ゲ ン」テ謹 明

シ2時 間後 最 高 二達 スル 斌 「、2
ウ¥ク ロ。¥ムJ」

ハ1テ 越 エ ナ イ
。 〔(一)ト ス〕

〔皿〕輕症 患 者 デハ ソ ノ病 勢 ニ ヨ リ異 ツ タ態 度 テ

示 ス。

攣 誓境論芒野 獣 舅多呂
一24♀(+)

舞
覧

イ

1

　

,A隔L、!、
、1、

ノア 、、

/
、

、 、
、 、

、 、

0/234」 拡
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穂 繍 ノ進行セルモノデ・・次第需 品多呂≡

㌘ 囎 加 ル燃 シ5時 間テ経ル ト零 トナ
ル カ少 ク トモ最 高値 ノ牛 バ以 下 ニ ナ ル。〔(十・)ト

ス〕

一17♂(什)

1馨 A
'、33〃

/＼2〃 〆'、
ノ

ノ 、

!
、

1〃 ノ

!

!

目
ノ

γ

L隔
、9「 隔

き 隅

一1〃1234刀 乙

〔虻〕中等 症 患 者 デハ(升)ノ 態 度 テ トル モ ノ ・外

二5時 間 ヲ経 ル モ 「rウロ'クロ
。蔑 」・・最 高値 ノ

ー26♂ ㈹

発 奮ア諺

6'〃

∫〃

44り

3.吻

Z〃

/〃

,＼
＼

'

、
、
、、

、
㌧

＼

＼
、

＼
＼

竃

ノ

!■

、、、

o
l

` 、
ノ'

一1〃/2フ4」 祉

牛 バ以 下 二下 降 シナ イモ ノ ヲ・見 ル。 〔(帯)ト ス〕

嚢
3

一26♂(柵)

裏

一 ▼

〃 ＼
"

ノ
「 一●亀噛噛、

●■隔「N

、 、
、

1 //
∠_乃一 一一`→一 一一1

1ノ
'

ノ

〃 1
ノ

1 ノ
'

1一 『■■■「

一ノ 〃72 74皿

〔IV〕重 症 患 者 デ ハ スベ テ(帯)ノ 態 度 テ トル。 コ

ノ場 合 最 高 比 率 ガ アマ リ高 ク上 昇 シナ イ ノテ見

ル コ トア リ。 コ レハ出登 値 法 則(Ausgangswer-

tsgesetz)二 從 フ モ ノデ アル。帥 チ重 症 ノ場 合 既

二現 示 性 ニ モ「ウ ロ クロ モ ゲ ン」テ説 明 スル タ メ

ニ、 アマ リ高 値 二上 ラナ イ ノデ アル。

一 唱43♂(柵)

難
〃4

∠グ

〃 伽

5〃 ク

l
l -20

喜多

御

泌

御

伽

1

1

/

,ノ
!

'〆

ノ
!

1
!

/

1へ 、
、、

、、

■■ 一 ■画一r一

2 4魏

第五章 統計的観察

第 一 節 「ト リ プ ト ファー ン 」

負 荷 試 験 ト病 勢

114例 ニ ツ キ上述iノ 如 クニ 「ト リプ トフ ァー ン」

負荷 試 験 テ實 施 シテ病 勢 ト ノ関係 テ求 メ タ ノ ニ

次 ノ如キ成績 ラ得 タ。

軽症患者中 ノ陰性者ハスベテ開放結核患者 デア

ツタガ1全身症状 テ訣 キー般状態良好デアツタA

ソノ他 ノ患者ハスベテ陽性デ、然モ健康者ハ全

健 康 者 軽 症1中 等 症 障 症

一100%(27)7 .7%(4) 27.2%(31)

十55.8%(29) 25.5%(29)

十十34.6%;(18)25%(6) 21.0%(24)

十H・1.9%(1)75%(18)100%(11) 26.3%(30)

合 計(27)(52)(24)(11) (114)
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部陰性 デアツタ。

数 ニコノ方法ハ結核 ノ活動性テ判定スルニ非常

ニ ヨイ非特異性反慮 デアル。

第 二節 「トリプ トファー ン」

負荷 試験 ト豫 後

實 験 後 約2年 号経:過 セル現 在(昭 和11年12月)

二於 テ、 健 康 及 軽 快、 病 状 輕 快 セザ ル モ ノ及 ピ

死 亡 二分 チテ調 査 シタ結 果 ハ次 ノ如 シ。

コ ノ關 係 モ豫 復 刊 定 二向 ツ テ コ ノ反 慮 が役 立 ツ

コ トラ不 スモ ノテ アル。

1
健 康及軽快96.8%(30)

非 軽 快3.2%(1)

死

1合

亡

計 (31)

十 十十

72.496(21)

24.1タ6(7)

3.5夕6(1)

(29)

58.i%O(14)

20.8,a(5)

20.8%(5)

(24)

冊 1
13.3%(4)

16.7ヲ6(5)

70.0%(21)

(30)

60.596;(69)

15.8∫ ヲ6(18)

23.7ヲ6(27)

(114)

第三節

節一項

他 ノ二三活動性診

断法 トノ比較

赤血球沈降反磨 トノ比較

赤 血球 沈 降反 磨 ・・Westergrenu.Katz氏 法

二從 ヒ ソ ノ中 間値 テ トツ タ。

コ レハ大 農 本皮 磨 ト赤 血 球 沈 降 反 慮 トが一致 シ

1・ 一1・mmi・ 一2・mm

64,1%;(25)17.7%(3)

十

什

柵

合 計

28,2%(11) 52.9%(9)

7.7,0(3)

(39)1
23.5%(4)

5.9ラ6(1)

(17

2・一5・mml5・mm以 上1

7.4%(2)

14.8%(4)

44.5%(12)

33.3タ6(9)

(27

17.2タ6(5)

17.296(5)

65.6タ6(19)

(29)

26.7ヲ て6(30)

25.9夕61(29)

21.5%(24)

25.9%(29)

(112)

テ ヰ ル コ トテ示 ス モ ノ デ アル。

翁 開 放 性結 核 デ赤沈 健 常 値 テ示 セル患 者 ニ ツ イ

テ本 皮慮 テ實 施 シ タ成 績 八次 ノ如 ク デ アル ル。

Nr.1及 ビNr.2デ ハ ソ ノ「トリプ トファー ン」

Nr.3

Nr.4

Nr.5

Nr.6

1姓 名隣

26

29

25

32

性

♂

♂

♂

♂

一否

否

沈
覇

赤
餌

3

14

12

4

3

11

1時 間 前

0

(0)

0

(0)

0

(0)

0

(0)

0

(0)

0.1

(40.8)

直 前

0

(0)

0

(0)

0

(0)

0

(0)

0

(0)

0.1

(6.4)

1時 間 後

0.1

(8.8)

0.23

(15.6)

0.3

(24)

0.2

(12.6)

0.3

(21)

0.43

(44)

2時 間 後

0.75

(50.4)

0.23

(14.1)

1.2

(109.2)

0。9

(72)

1.1

(85)

2.1

(91)

後間時3

)

9
旬
4

0

4(

FO
ヘ
ノ

9
酌
9
U

O

Q
り

G

)

9
柑
ρ0

1
占
ワ
●
8(

(U

)
・
8

4ユ

ワ
8(

9
障
)

・
(U

4■

ρ0(

)

7

「0

1

8

一

〇9
」

4時麟5時 間後陣 考

0
(0)

0.15
(9.6)

1.0
(72)

0.6
(46.8)

0.5
(26.6)

1.4
(36.4)

　

　
一
甘

く

く

C

M
o
⑥

　
　

什

帯

く
く

C
M

o
⑨

　

　
十

柵

ビ
　く

C

M
洛
④

o
㈱

　

　
柵
甘

く
く

C
M

-
↓
)

・
ワ

9

0
(

　

　
一
十

く

く
C
M

㎎
燭(

　
　

柵
甘

く
く

C
M

あ
紛

o
研

員 荷 ニ ヨル検 査 デハ健 康 者 トエ ラ プ所 ナ シ。 コ

レハ一 般 状 態 頗 ル良 好 ナル鮎 ヨ リ考 へ、 カ ・ル

患者 二於 テ ハ局 所 的攣 化 が生 匿 ノ酸 化 機 能 二:影

響 テ與 フル程 度 ノモ ノデ ナ ィ、 從 テ蛋 白質 新 陳

代 謝 障碍 モ ナ ク、 全 身 的 ニ ハ治 癒 セル ト同様 ナ

糊 係 ニ アル モ ノデ ア ラ ウ ト思 ヘ ル。 故 ニ カ ・ル

患 者 ノ豫 後 ハ良 好 デ ア ラネ バ ナ ラナ ィ。 コ ノ意

味 二解 ス..レベ開 放 性 結 核 デ赤 沈 健 常 恒 テ示 セル

モ ノニ特 ニ コ ノ員 荷 試 験 テ實 施 ス レバ 病勢 豫 後

ノ判 定 二資 ス ル所 天 デ ア ラ ウ。

第 二項Mat6fy氏 反 慮 トノ比 較

Mat6fy氏 反慮 八型 ノ如 ク行 ヒ柳 澤 、 青野 両 氏

ノ判 定 法 二從 ヒ、沈 澱 ノ生 ズ ル時 間 ガ15分 以 内

ノモ ノテ惜 、 コ レ以 後30分 迄 ノモ ノテ十・、 コ

ヒ以後1時 間迄 ノモ ノテ+、1時 間 テ経 ル ラ沈

澱 イ認 メ ラ レナ イモ ノテー ト シタ。
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「ト」員 荷 法

十

什

禍

合 計

Mat6fy

1
50%(1)

50%(1)

(2)

十 1什
22.2%(2)

44.5%(4)

22.2%(2)

11。1%(1)

(9)

1
7.7%(1)

30.8%(4)

53.8%(7)

7.7%(1)

(13)

柵 1
10%(1)

10%(1)

30%(3)

50%(5)

(10)

14.7%(5)

26.5%(9)

38.2%(13)

20.6%(7)

(34)

Mat6fy氏 反 慮 ノ方 多 少鋭 敏 ナル カ ノ如 ク思 ハ

ル モ、一一般 二Mゑt6fy氏 反 慮 ハ鋭 敏 二過 ギ ル ト

評 セ ラル ・コ トテ 考 慮 ス レバ、 本 反庶 ノ 方 ガ

Mat6fy氏 反 磨 ヨ リモ 適 切 ナ ル カ ノ如 ク思 ハ

ノレo

第 三 項Costa氏 反 慮 トノ比 較

Costa氏 反慮 ハ型 ノ如 ク行 ヒ、 紮 状 反 慮 ノ出 現

ガ3分 以 内 ノモ ノ テ帯 、 ソ レ以 後6分 マ デ ノモ

ノテ十 、 ソ レ以 後9分 マ デ ノモ ノ ラ+、9分 テ

経 ル モ反 慮 出現 セ ザ ル モ ノテー ト シタ。

梢k本 反 慮 ノ方 ガCosta氏 反 慮 ヨ リモ 鋭 敏 ナ

ル カ ニ∂思ハ ル。

「ト」員 荷 法
Costa

一

一 1+ 十十 1帯
一 44.5%(4)lI 20%(1)1 14.7%(5)

十 11.1タ6(1)142.9タ6(3)
ト

2・%(・)13・.7%(4) 26.5%(9)

什 33.3%(3)157.1タ6(4) 20%(1) 38.6%(5) 38.2%(13)

柵 11.1%(1) 40%(2) 30.7%(4) 20.6%(7)

(9) (7)}(5) (13) (34)

第六章 総括及考察

嚢 二余 等 ハ 肺 結 核 患者 尿 二 既 二 「ウロ クロ モゲ

ン」テ詮 スル 揚 合 、之 テ現 示 性 「ウ ロ ク ロモ ゲ ン」

尿 ト樗 呼 シテ、 從 來 ノ如 クニ之 テ絶 封 豫後 不 良

ノ徴 ナ リ トスル以 前 二、 先 ヅ病 性 向 悪 ノ徴 ナ リ

トシテ之 テ吟 味 スベ キ デ アツ テ、 自ロチ結 核 菌 侵

害 二由來 ス ルNoxeノ 作 用 二 依 ツ テ 生 禮 二惹

起 サ レタル 「ト リプ トフ7-'ン 」新 陳 代 謝 攣 調 ノ

示 現 ト シテ之 テ尿 中 二謹 スル モ ノデ、 換 言 ス レ

バ病 機 ガ諸 條 件 ニ ヨヅ テー・時 的 ニ セ ヨ持 績 的 ニ

セ ヨ活 動 性 テ帯 ビ テ來 タ事 ノ象 徴 ト見 倣 スベ キ

デ アル事 テ述 ベ タ。

借 テー 定 量 以 上 ノ「トリプ トフ 。一 ン」テ生 盟 二

員荷 スル 場 合 、 既 ニ ソ ノ代 謝 異 常 テ有 セザ ル 健

康 者 二於 テ モ明 二尿 「ウ ロ ク ロモ ゲ ン」ノ増 量 出

現 テ見 ル ガ、 緒 論 二述 ベ シガ如 ク渡 邊 ハ 現示 性

「ウ ロ ク ロ モグ ン」尿 テ呈 セ ザ ル 肺 結 核 患者 二

f5リ プ トフ 。一 ン」テ員 荷 スル ト健 康 者 二於 テ

ハ決 シテ尿 「ウ ロ ク ロモ ゲ ン」テ現 サ ザノレ量 ノ投

與 ニ ヨ ツ テ モ既 二著 明 ニ ソ ノ出 現 テ見 ル事 テ知

ツ タ ガ、 結 核 患 者 二明 カ ー 「ト リプ トフ 。一 ン」

代 謝 ノ攣 調 ノ潜 在 テ示 ス、 カ ・ル操 作 ニ ヨツ テ

初 メ テ示 現 サ レル 「ウ ロ ク ロモ ゲ ン」尿 テ特 二潜

在 性 「ウ ロ ク ロ モ ゲ ン」尿 トシテ、 臨躰 上重 要 睨

スベ キ テ提 唱 シタ。 ノ

弦 二上 ノ検 査 成 績 ニ ヨツ テ、 余 等 ハ更 二漕 在 性

「トリ プ トファー ン」代 謝 攣 調 ノ模 様 テ明 カ ー シ、

臨 沐 上 ソ ノ重 要 性 テ的 確 ニ スル事 ガ 出來 タ ノデ

ァル。 即 チ結 核 患 者 ニー 定 量 ノ「トリプ トフ。一

ン」ヲ投 與 スル ト、尿 「ウ ロ ク ロ モゲ ン」ハ健 康 者

デハ 檜 加 セ メ カ或 ハ多 少 壇 加 テ見 テ モ直 チ ニ浦

失 ス ル ノニ封 シテ、 著 明 二檜 加 シ、ソ ノ尿 「ウ ロ

ク ロモ ゲ ン」曲線 ノ状 況 テー 定 ノ 型 二 分 類 ス ル

事 ガ出 來 タ ノ デ アル。 帥 チ輕 症 ヨ リ重 症 二至 ル

ニ從 ツ テ尿 「ウ ロ ク ロ モゲ ン」ノ出 現 ノ張 サ トゾ
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ノ持 績 度 テ異 ニ ス ル事 テ知 リ得 タ ノデ アル。 検

査 資 料 テ病 勢 二從 ツ テ集 メ、 逆 二各病 機 二於 テ

カ ・ル曲 線 型 ガ如 何 檬 二分 布 スル カ テ検 討 シテ

見 ル ト、 統 計 的観 察 ノ第一 項 二示 ス ガ如 ク、 コ

ノ員荷 試 験 ノ結 果 ガ能 ク病 機 テ物 語 ル事 テ的確

ニ スル 事 ガ出來 タ。 亦 豫後 ノ貼 二於 テ モ、 充 分

二信 振 シ得 ル結 果 ガ出 テ來 タ。 又他 ノ病 機 判 定

二向 ツ テ セ ラル ・二 三 血液 反 慮 トノ比 較 二於 テ

モ、 ソ ノ確 實 度 ト敏 感 度 二於 テ決 シテ遜 色 ナ キ

事 テ知 リ得 タ。

即 チ弦 二 「ト リプ トフ,一 ン」員 荷 試 験 ハ勿 論 結

核 疾 患 ニ トツ テ ハ非 特 異 性 ノモ ノ デハ アル ガ、

ソ ノ結 核 活 動 性 ノ判 定 二際 シテ ハ、 最 モ新 シイ

根 檬 ト確 實 性 テ持 ツ タ病 機 診 断 法 デ アル事 ラ提

唱 スル事 ガ 出來 ル。

借 テ生膿 が 度 結 核 菌 ノ侵 襲 テ受 ケル ト、 ソ レ

ニ由來 シタルNoxeノ 作 用 二 封 シ テ ソ ノ生 膿

ガ反 慮 シ、 弦 ニ ソ ノ生 膿 ニ ハー ツ ノ生 物 學 的 現

象 ナルUmstimmungガ 惹起 サ レル事 ハ周 知 デ

アル ガ、 之 テ生 膣 生 活 ノ眼 目 ハ ソ ノ植 物 性 機能

デ アル立 場 カ ラ観 レバ、E.Guth/vegetative

Umstimmungデ ア ツ テ、換 言 ス レバNoxeニ

ョル生 膿 ノ植 物 性 機 能 ノ齪 調 子 デ アツ テ、 之 ガ

即 チ結 核 ノ活動 性 テ表現 ス ル モ ノデ ァル コ トハ

太 縄 院 長 ノ 宿 題 報 告 ニ モ 述 ベ ラ レタ所 デ アツ

テ、 結 核 感 染 罹 患 ニ ア タ ツテ褒 生 シタルNoxe

ハ圭 トシテ植 物 紳 経 毒作 用 ラ装 揮 ス ル、 進 ンデ

ソ ノ作 用 ニ ヨ ツ テ該 生膿 ノ植 物 性 機 能 ガ明 カニ

攣 調 スル事 ハ 既 二刀 根 山病 院 醤 局 同 人 二依 テ墾

ゲ ラ レタ業 績 ニ ヨ ツ テ明 カ デ アル。

カ ・ル 植物 性 機 能 攣 調 ノー ツ トシテ、叉 コ ノ「ト

リプ トフ。一 ン」新 陳 代 謝 障 碍 ガ惹 起 サ レテ來 タ

モ ノデ ァ ツ テ、 勿 論 之 ハ生 膿 蛋 白代 謝 機 能 異 常

ノー現 象 二外 ナ ラヌ ガ、 コ ノ現 象 テ指 標 トシテ

逆 二生 磯 ノ植 物 性 機能 ノ齪 調 子 即 チ病 機 活動 性

ノ程 度 ラ知 ル ハ、最 モ適 切 ナ直 裁 的 ナ方 法 ト謂

ハ ネ バ ナ ラヌ。 余 等 ガ 「トリプ トフ 。一 ン」員荷

試 験 即 チ潜在 性 「ウ ロ クロ モ ゲ ン」尿 ガ結 核 活 動

性 判 定 二向 ツ テ根 縁 アル 且確 實 ナ方 法 デ アル ト

提 唱 シ タ所 以 モ弦 ニ アル ノ デ アル。

第七章 結 論

〈1)「 トリ プ トフ。j-一一'ン」0.59ラ 結 核 患者 二静 脈

内 二投 與 シ、 時 間的 二尿 「ウ ロ ク ロモ ゲ ン」テ検

シ、 ソ ノ出現 ノ強 サ ト持 綾 二從 ツ テー 定 ノ曲線

テ定 メ タ。

〈2)本 試 験 ニ ヨ ツ テ患 者 ノ病 勢 ノ輕 重 ヲ判 定 シ

得 ル。 即 チ結 核 活動 性診 断 ノ有 力 ナー 新 方 法 ラ

ナ ス。

〈3)本 試 験 ノ成 績 ハ 赤 血球 沈 降 反 磨 、ト大 膿 二於

テ李行 スルガ、之 ヨリモ精細デァル。

(4)本 試験 ノ成績ハMゑt6fy氏 反慮、Costa氏

反癒 ト鋭敏 サニ於 テ遜色テ認 メヌ。

終 二臨 ミ不断 ノ御鞭燵 ト本稿御校閲 テ恭 フシタ

ル太縄院長 二深厚 ノ感謝 テ捧グ.

尚御多忙 ニモ不拘御助言 ト御校閲 ノ勢 テ賜ハツ

タ大阪帝大市原助教授 二萬腔 ノ謝意 テ表 ス。
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